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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究はメルケル細胞癌（MCC）に関連するメルケル細胞ポリオーマウイルス（MCPyV）
検出の精度向上を目的に、MCPyV ST抗原（ST）mRNAを検出する新規ISH法と新しい抗ST抗
体（ST-1）による免疫染色法（IHC）を開発して、MCPyV陽性と陰性の各MCC群16例に応用
し、これらの感度と特異度を従来の抗MCPyV LT抗体によるIHCと比較したものである。そ
の結果、ST-1-IHCの感度（0.69）は従来のより劣るものの、ST mRNA-ISHの感度は同等
（0.94）であった。一方、特異度は、ST mRNA-ISHとST-1-IHCが共に1.0と従来法より優れ
ていた。 
 本論文の内容は、ST 遺伝子発現を検出する新規のISH法及びIHC法を従来のIHC法と併用
することで、予後の良いMCPyV陽性MCC症例をより正確に同定できることを示唆するもので
あり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
 
